別紙

仕　　様　　書

臨床生化学分析装置の仕様は以下と同等またはそれ以上のものとする。

１　動物用医療機器であること。
２　ドライケミストリーシステムであること。

３　以下の項目が測定できること。

	一般生化学

	
	総タンパク(TP)
	アルブミン(ALB)

	
	尿素窒素(BUN)
	総コレステロール(TCH)

	
	無機リン(iP)
	カルシウム(Ca)

	
	グルコース(Glu)
	中性脂肪(TG)

	
	尿酸(UA)
	クレアチニン(Cre)

	
	総ビリルビン(T-Bil)
	マグネシウム(Mg)

	
	アンモニア(NH3)
	

	酵素

	
	γ－グルタミルトランスペプチダーゼ(GGT)
	グルタミン酸オキザロ酢酸トランスアミナーゼ(GOT/AST)

	
	グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ(GPT/ALT)
	乳酸脱水素酵素(LDH)

	
	クレアチンフォスフォキナーゼ(CK/CPK)
	アルカリフォスファターゼ(ALP)

	
	アミラーゼ(AMYL)
	ロイシンアミノペプチダーゼ(LAP)

	電解質

	
	ナトリウム(Na)
	カリウム(K)

	
	クロール(Cl)
	


４　１項目あたりの測定時間は６分以内であること。
５　電解質測定を除き、１テストあたりの検体量は10μL以下であること。

６　給排水設備が無くても測定が可能であること。

７　装置内に自動検体希釈機能を有していること。

８　微量検体対応のため、検体を試薬へ点着する方法として自動着又は手動点着（ピペット操作による）の選択が可能であること。

９　使用済みの試薬は感染リスク回避のため人の手に触れることなく廃却箱等に自動収集されること。

10　検体容器は市販採血管も使用可能なこと。

11　検体測定中でも次の検体及び試薬のセットが可能であり、連続測定が可能であること。　　
